
石岡第一高校造園科 1 年の荘
し ょ う じ

司萌々香さ
ん（写真上）と野口真莉菜さん。お 2 人は、
1 月 9 日に行われた「第 4 回全国高校生花
生けバトル」地区大会で、見事優勝。同月
23・24 日の決勝大会でも、特別賞「日本
花き卸売市場協会賞」を受賞しました。

先
せ ん ぽ う

鋒荘司さん、次
じ ほ う

鋒野口さんの順番で、
制限時間 5 分間の中、スピーディーであ
りながらも丁寧に花を選び、生ける姿が印
象的でした（関連記事は 27 ページ）。
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安全な CyclingLife を目指して

荘司さん・野口さんの
決勝大会での作品

市長だより
3.3.1

新型コロナウイルス感染症の解決への糸口とも
いえるワクチン接種については、現在、国や県と
協議連携しながら、市民の皆さまが速やかに接種
できるよう準備を進めております。
　今回の感染症拡大局面において、医療が私たちの暮
らしを支える大切な社会インフラであることを再認識
された方も多いことと思います。高齢化が進む中、近く
て頼れる病院の必要性は、今後益々高まることでしょう。
　就任以来取り組んできた「石岡地域医療計画」。
産科の設置、小児科の充実、緊急診療体制の整備等
を目指しておりましたが、相手先との協議が整わず
見直すこととなりました。しかし、行政にとって地
域の医療・福祉を支え、市民の命を守ることは最重
要の役割です。
　地域の医療課題を解決し、
医療体制をどのように維持
していくか。医療環境が急
激に変化する中ではありま
すが、市長として先頭に立っ
て取り組んでまいります。


